
参考資料② 

三井物産クラシック・コンサート 2021 ～明日へつなぐハーモニー～ 

安永（新会長）、堀（新社長） インタビュー ＜収録映像 文字起こし＞ 

＊2021年 4月 1日付にて安永は代表取締役会長、堀は代表取締役社長に就任予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビュアー 松本 志のぶさん         インタビュー風景（左から、松本 志のぶ、安永 竜夫、堀 健一） 

 

松本 今回は音楽を通じてコロナ禍を乗り越えていこうと頑張っている皆さんを励ましたい、それから、 世の中を明るくす

る機会を作りたいという思いを込めてこのコンサートを企画されました。改めまして、こういった企画に対する、思い、込めら

れました気持ちを教えていただけますでしょうか。まず、会長、お願い致します。 

  

安永 はい、私共三井物産の社名を冠しました冠コンサート、これを最初に主催しましたのが、1996 年です。したがって

もう四半世紀にわたって冠コンサートを、催してきておりまして、特にこの 10 年は、一夜限りのスペシャルコンサートというこ

とで、非常に好評を頂いておりました。  

しかし残念ながら昨年はコロナ禍ということで中止を余儀なくされまして、今年もまた、緊急事態宣言、というなかで難しい

判断を強いられたのですが、新しい社屋に移って、ここから新たな発信をしていきたいということ、それから、やはり音楽、と

いうのは、人の心を豊かにすると。音楽を通じて、世の中を、少しでも明るくしたいと。皆さんに元気になってもらいたいと、

そういう思いです。 

  

松本 堀社長はいかがでしょうか？ 

  

堀 2020 年の 6 月に、この新社屋に戻り、今回、この社屋の下に、三井ホールを設けました。ここは、例えばアーティス

トの方が発表をして、皆さんがそれを楽しみにして集まり、連日にぎわうようなイメージでいたのですが、残念ながらこれはコ

ロナの収束を待って、ということになりました。その中で、色々な形で、アーティストの皆さんの日頃の鍛錬の賜物をお伝えし

たい、という思いで、今回この提案を申し上げたら、大変才能のある皆さんからご快諾いただきました。このような機会を得

ることができて大変良かったなと思います。 やはりこれから徐々に、コロナの収束を見ながら、こういった企画を増やして、な

んとかもとのイメージ通りに、ホールをいっぱいにして、みなさんの憩いの場となるようにしていきたいなと思っています。 



 

松本 本当に楽しみですよね。本当にこの一年は、世の中全体が、大変な時間を過ごしてきたわけですけれども、社長と

して、安永新会長、この一年大切にしてきたことは何でしょうか? 

  

安永 私共三井物産は、日本はもとより、世界中で、資源エネルギーの安定供給、食料の供給、そして、基幹産業や、

インフラといった、ライフラインの、操業に貢献しております。  

私共は、世界 64 カ国に事業展開をしておりまして、社員に対しては、こういう時こそ三井物産の使命を果たす時と、

我々の力を発揮して、ライフラインが途切れないように、安定供給が続くようにしっかり仕事をしていくこと、これこそ、三井

物産が仕事を通じて社会のためになる、パートナーやお客様に対して、しっかり貢献する、そういう時だという風に、社員に

激励の言葉をかけてきました。 

 

松本 なるほどね…さあそして、新社長として、コロナとともに船出するという形になりましたけれども、堀社長はこれからどう

いった未来を描かれているでしょうか？ 

  

堀 私もやはり、現業の先に、これを組み合わせることによって、おそらく業際にヒントがたくさんあると思うのですが、コロナで

明らかになったいろんな課題に対して、果敢に挑戦していけると思っています。 

大きく浮かび上がったテーマとしては、皆さんの健康管理などの、ヘルスケアの領域全般で、我々相当な貢献がこれからで

きると思います。それから、環境についても、コロナの状況を経ていよいよ浮き彫りになったものがたくさんあります。 

昔から現業で取り組んできたいくつかのテーマを繰り返すことによって、私共はいろいろな貢献ができると思っています。  

また、今回分かったのは、私共、世界中のそれぞれ持ち場で社員が頑張っておりますが、コロナで、実際人の行き来が出

来なくなったがゆえに、現場で任される人たちが生き生きと仕事をしているというのが、目の当たりにして分かりました。この

辺に糸口があるなと思っています。 ますます、自分で判断してきっちり行動できる世界中の社員とともに、今申し上げたよ

うな課題解決と、こういうものに尽力していきたいなと思っています。 

  

松本 先ほどこの一年で得たものも色々ありました、というふうにお聞きしましたけれども、一人一人の社員の才能の活か

し方というのも、またこれ違う形でプラスになったものが多々ありそうですね。 

  

堀 おっしゃる通りですね。道具も発達して、通信の仕方も変わってきていますが、やはり、より自立的に自分で考えて動く

人が大勢居ないと、その会社は効果的な仕事は出来ないと思います。 そういう意味では、不幸な状況の中の副産物で

すが、みんなそういう訓練を受けて、新たな発見があるようですね。この辺は、みんな今モチベーション高く、一丸となってや

ろうと思っていますので、このあたりを礎にやっていきたいと思っています。 

  

松本 世界中が今一丸となって、新型のウイルスと闘っていますけれども、また、この三井物産も、一つ、大きな力となって、

世界を引っ張っていって、いただきたいと思います。 

ありがとうございました。  

 

以上 


